








































































くの研究者はマネジャーの限定合理性（Cyert and March, 1963; March and Simon, 1958）に注目
し、買収後の組織の活動区分や、加速する勢いや曖昧さなど統合プロセスにまつわることを説明し










Reseach stream Objective function Theoretical underpinning
Central propositions 






Market for corpotrate control; 










Indus t r i a l  o rgan i z a t i on 
economics（Lubatkin, 1983; 
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Process perspective 買収後の価値創造 Behavioural theory of the 
ﬁ rm（Cyert and March, 1963; 






Birkinshaw, Bresman and Håkanson（2000）をもとに筆者が作成
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2-2　M&Aにおける統合という課題
　M&A実施企業は、自らの技術と被買収実施企業のもつ技術を組み合わせて価値創造につなげた
い（Graebner, 2004; Schweizer, 2005）。Ranft and Lord（2000）が行った買収実施企業を対象に
した調査によると、実施の目的の 35％は技術獲得で、32％はエンジニアの能力獲得であった。買
収実施企業は既存の技術を獲得したいし、今後の製品イノベーションにつながる知識にアクセスし
たいのである（Mayer & Kenney 2004; Ranft and Lord 2002）。そのため、買収実施企業の買収後
の挑戦は、被買収企業を統合することと自律性を残すことのトレードオフにある。統合に伴って発
生する自律性の欠如は、それ自体が統合のパフォーマンスに悪弊をもたらすのである（Chatterjee, 
Lubatkin, Schweiger, & Weber, 1992 他）。統合が従業員の離職の引き金になり、また組織的な日
常が破壊されることによって被買収実施企業の知識ベースのような資源や革新的な能力の破壊を導




施企業の従業員たちは、生産性を落としていったことが報告されている（Paruchri, Nerkar, and 














　Birkinshaw, et al.（2000）は、1990 年に実施されたスウェーデンの多国籍企業 3社のM&Aの
事例を取り上げ、インタビュー調査と質問票調査を通して二社の統合のプロセスを追った。事例と

















　Birkinshaw, et al.（2000）は、事例に取り上げた 3社を買収の成功例と評価したうえで、そ





　M&A実施時、Eka Nobel の研究開発力は素晴らしいものであったが、Albright & Wilson’s
はそれ以上であった。そのため、M&A後の再編でAlbright & Wilson’s の R&D部門長であっ
た Johan Wedlundは、M&Aの一年後の 1991 年 にRollsbo、Bristol、Marietta、Mastricht と











の研究チームを 1つはそのままにし、残りの 2つはBristol とMarietta に配置した。そして、い
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と Eka Nobel と Albright & Wilson’s のメンバーを混合させてつくった拠点であるBristol の担当
を任せている。買収当初からの二年は業務の重複があったが、それらを取り除く調整が進んだとい
う。
　次に紹介するのは、Alfe Laval と Sharples のM&Aのケースである。このケースは、被友好的
な感情が潜んだもので、Alfe Laval の従業員たちはもとSharples の従業員たちを潜在的に敵視し
ていたことが報告されている。Integration mechanismの 6つのうち 3つしか実施されていなかっ




題とした人事はしばらく行われなかった。M&A後 4年目を迎えた 1994 年に組織改革が行われ、
Warminster にグローバル・プロダクト・センターが設立された。そのゼネラルマネージャーには









































ながら、2014 年の国内シェアは金額ベースでEIZOは 6割超のシェアをもち、第二位の JVCケ
ンウッド（14.5％）を大きくリードしている 5）。EIZOはモニターを国内生産しており、またエン
ジニアが営業を担当できることから、顧客の声を直に聞きスピーディーに製品に反映できるとい



























表 2　買収前後のEIZOと Siemens A&Dの医療市場向けモニター
買収前のEIZO Siemens A&D 買収後のEIZO
検査 〇 〇














供する『PatentSquare』である。調査範囲は、2001 年 1月 1日（出願日）から 2015 年 12月 31
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のモニター開発・販売をおこなっており、その一部は血管造影装置や IVRにも用いられていた。
そのため、譲受特許の範囲は従前の技術で対応可能であった 15）。実際、EIZO本社のチームが開



























































































































件数は約 3800 件、金額は約 30兆円となっている。
 2）『日経ビジネス』2018 年 11月 5日号 22ページ。
 3）資本金は約 44億 2574 万 6千円、2018 年 3月期のグループ連結売上高は 840億円、単体売







一回目は 2015 年 11月 8日午後 15時から 16時 30分まで、二回目は 2015 年 12月 11日午前
10時から 12時までである。また、2016 年 1月 27日午後 3時から 3時 25分まで、同上のお
二人に電話会議形式によるインタビューを行った。
 7）2007 年 6月に設立されたEIZO GmbHが譲受。Siemens A&Dの売上高は 59百万ユーロ










て、EIZO株式会社知財部伊藤広課長からメールでご回答いただいた（2018 年 10月 26日付）。
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